
第４２回全日本バレーボール小学生大会（令和４年度） 

埼 玉 県 大 会 開 催 要 項 
 

主   催  公益財団法人日本バレーボール協会・日本小学生バレーボール連盟・読売新聞社 

後   援  公益財団法人日本スポーツ協会日本スポーツ少年団・報知新聞社・ 

       公益財団法人埼玉県スポーツ協会埼玉県スポーツ少年団 

協   賛  デサントジャパン株式会社・ゼビオグループ・三井住友信託銀行株式会社 

オフィシャル    
ボ ー ル  株式会社ミカサ・株式会社モルテン 

主   管  埼玉県バレーボール協会・埼玉県小学生バレーボール連盟 

       全日本バレーボール小学生大会埼玉県大会実行委員会 

 

日時＆会場  (1) 予選会 

         ○男子・女子・混合１次予選会監督会議 ４月２９日（金） １０時～ 

          ※深谷市総合体育館（深谷ビッグタートル）深谷市上野台２５６８ 

○男子・女子・混合１次予選会日程  ５月１日(日)～５月２２日(日) 

          ※試合会場は各小学校の体育館など、対戦チームで確保願います。 

          ※新型コロナウイルス感染防止対策から開始式等は行わず、会場毎に午前

中で大会が終了するように開始時間の設定を行う。 

〇男子・女子・混合２次予選会監督会議 ５月２２日(日) １８時～ 

          ※埼玉県県民活動総合センターセミナーホール１（伊奈町内宿台 6-26） 

○男子・女子・混合２次予選会日程  ５月２９日(日)～６月１９日(日) 

          ※試合会場は各小学校の体育館など、対戦チームで確保願います。 

          ※新型コロナウイルス感染防止対策から開始式等は行わず、会場毎に午前

中で大会が終了するように開始時間の設定を行う。 

       (2) 決勝大会 

         ○男子・女子・混合決勝大会監督会議  ６月１９日（日） １８時～ 

※埼玉県県民活動総合センター２０９セミナー室（伊奈町内宿台 6-26） 

 

１日目   令和４年６月２５日（土） 

会 場    川越運動公園総合体育館 

                川越市下老袋 388-1  ℡０４９－２２４－８７６５ 

         ２日目   令和４年７月３日（日） 

会 場    熊谷スポーツ文化公園体育館（彩の国くまがやドーム） 

                熊谷市上川上３００  ℡０４８－５２６－２００４ 

 

参 加 資 格  (1) 令和４年４月１日に１２歳未満の者で、同年、５月１日現在、国、公、私立

の小学校および各種学校に在学していること。 

       (2) エントリーメンバー（ベンチスタッフおよび選手）は、公益財団法人日本バ

レーボール協会加盟団体登録規程に基づき、令和４年４月１日以降、埼玉県

大会決勝大会１日目（６月２５日）までに、公益財団法人日本バレーボール

協会－ＭＲＳの登録を済ませていること。 

        ※この埼玉県大会中、他チームから登録し、その後移籍した者については、こ



れを認めることはできない。但し、エントリー選手数が１２名に満たない

場合、他チームからの移籍ではなく新規登録選手であれば、大会期間中（予

選会および県大会）から途中出場することができる。なお、埼玉県スポー

ツ少年団に加盟しているチームも、同様の手続きを済ませていること。 

       (3) 混合の部に出場するチームは、共通の代表者のもとに団体が組織され、埼玉

県小学生バレーボール連盟に混合チームまたは、男女チーム登録している団

体でなければならない。 

 

競 技 規 則  (1) 令和４年度公益財団法人日本バレーボール協会の定める６人制競技規則に

よる。但し、別に定める小学生バレーボール競技規則を採用する。 

       (2) 混合の部のコート内の男女の割合は、男子及び女子が常に１人以上であれば

構わない。（男女比は問わない） 

       (3) 混合の部の選手交代は、(2)に示した割合を守れば、男女に関係なく選手交

代をすることができる。 

 

競 技 方 法  (1) 男子・女子・混合の部いずれも１次・２次予選を行い、男子８チーム・混合 

８チームによる決勝トーナメント戦を行う。 

         女子の部については、参加チーム数により決勝大会競技方法を決定する。 

         ※前年度の若鮎大会において、全勝でブロック優勝したチームについては、第

４２回全日本バレーボール小学生大会埼玉県大会に参加申込みをした場合

は、予選会では対戦しないよう抽選シード権を与える。但し、予選会で一度

でも敗れた場合、この特典は消滅する。 

 

チーム編成  (1) チームは、監督・コーチ・マネージャー各１名、選手１２名以内とする。 

       (2) 埼玉県決勝大会に出場するチームの監督・コーチ・マネージャーは二重登録

とならない限り変更できるが、選手については予選会と同じでなければなら

ない。選手は、病気や怪我など特別な事情がない限り交代はできない。但し、

予選会に１１名以内で出場した場合は、１２名に満たない人数のみ補充する

ことができる。（特別な交代、補充は同一団体に登録されている選手に限る。） 

(3) 監督は成人であること。また、ベンチスタッフの１名以上は、日本小学生バ

レーボール連盟認定初級指導者・ＪＶＡ準指導員、公益財団法人日本スポー

ツ協会(JSPO)認定バレーボール（コーチ１・コーチ２・コーチ３・コーチ４）

のいずれかの資格を持っている者でなければならない。 

※初級指導者：旧全国小学生バレーボール指導者１次・２次講習会修了者（～ 

2018年度）で、更新講習会修了者（新１次講習会含む）。 

※ＪＶＡ準指導員：新全国小学生バレーボール指導者２次講習会修了者。 

※指導者資格制度の改正に伴う時限措置として４年間（2020～2023）は、旧全 

国小学生バレーボール指導者１次・２次・３次講習会受講者が最低１名はベ 

ンチに入ることで、同様に扱うこととする。 

※埼玉県決勝大会に参加する選手は、そのままのメンバーで全国大会に出場す 

ることになるので、チーム編成には充分注意すること。但し、補充について 

は、(2)に準ずる。 



※同一団体より２チーム参加する場合は、監督・コーチ・マネージャーを兼任 

することはできない。 

        (4) ベンチスタッフは、ＪＶＡ－ＭＲＳに登録され、且つ、宣誓書を提出した者 

に限る。（ＭＲＳに役員登録している方もチームスタッフとして登録が必

要。）監督・コーチ・マネージャーの服装は短パン・Ｔシャツは不可とし、

監督・コーチ・マネージャー章をチーム側で用意し、必ず左胸に付けること。 

          ただし、小学生がベンチスタッフとして入る場合は、短パン・Ｔシャツを認 

める。また、Ｔシャツの色は他のベンチスタッフと違ってもよい。 

              (5) 成人のベンチスタッフは、日常子どもたちの健全育成を目指して指導に当た 

っている埼玉県大会実行委員会が認めた者であること。体罰、暴力、暴言、

セクシャルハラスメント等、子どもを指導する者として不適切な行為を行っ

ている者の出場は認めない。 

(6) 全国大会に参加するベンチスタッフの１名以上は、公益財団法人日本スポー 

ツ協会認定バレーボール（コーチ１・コーチ２・コーチ３・コーチ４）のい

ずれかの資格を持っている者でなければならない。 

         ※なお、試合開始前に審判より受講証又は資格証の確認を求められた場合は提 

出すること。（但し、全国大会においては試合時胸にさげていること。） 

         (7) 他都道府県在住であって、移籍または新規登録した選手は、ベンチには３分

の１以内とする。また、コート上には２名以内とする。監督は試合前に、他

都道府県からの登録選手の背番号を審判員と確認しておくこと。 

 

大会使用球  男子・混合の部は、公益財団法人日本バレーボール協会が公認する株式会社ミカ

サ製軽量４号球Ｖ４００Ｗ－Ｌ及び女子の部は、株式会社モルテン製軽量４号球

Ｖ４Ｍ５０００－Ｌとする。 

       ※ボールの内気圧については、６人制競技規則に準ずる。 

 

競 技 服 装  (1) 選手の背番号は１～９９番とするが、１～１２番が望ましい。 

       (2) ユニフォームの背番号等の色は、競技規則に則って地の色と対称の色を使用

し、誰もが見えやすいものにすること。 

       (3) 混合チームは、異なったユニフォームの着用もしくは、ビブス・ハチマキな

どを使用し、コート内で男女の区別ができるようにすること。 

       (4) 監督・コーチ・マネージャーは、統一されたものを着用すること。 

 

表   彰  (1) 男子・女子・混合の部いずれも、３位以内に入賞したチームを表彰し、決勝

大会に出場したチームに敢闘賞を贈る。 

 

傷 害 保 険  スポーツ傷害保険には各団体単位で必ず加入すること。 

 

健 康 診 断  参加選手全員の健康診断は、学校の健康診断を受けていれば可とするが、大会当 

日の健康管理については、チーム責任者及び監督が判断し、当該チームが責任を

持つこと。 

 



申 込 方 法  (1) 所定の大会参加申込書（Excelデータ）に必要事項を入力し、北田競技委員長

宛にメールにて申込みを完了すること。 

        〇大会参加申込書＋チーム加入選手一覧（JVA MRS） 

         北田競技委員長宛 （E-mail： k-kitada350@tree.odn.ne.jp） 

        ※大会参加申込書の申込責任者の押印は、省略いたします。 

        ※送信者名に、必ずチーム名を入れて送信してください。 

※電子データは、埼玉県小学生バレーボール連盟のホームページより、ダウン

ロードしてください。 

※申込期限までに大会参加申込書の送信がない場合は、本大会に参加できませ

んので、ご注意願います。 

※申込期間  令和４年４月１０日（日）～４月１７日（日） ※必着 

 

監 督 会 議  大会に参加するチームの監督又はベンチスタッフは、次のとおり監督会議を開催 

いたしますので、必ず参加してください。 

※会議により、会場・日程が異なりますので、間違えのないよう各自で確認して

いただき、欠席・遅刻のないようにお願いいたします。 

 

内容 
男子・女子・混合 

１次予選会監督会議 

男子・女子・混合 

２次予選会監督会議 

男子・女子・混合 

決勝大会監督会議 

期日 ４月２９日（金） ５月２２日（日） ６月１９日（日） 

時間 午前１０時００分～ 午後６時００分～ 午後６時００分～ 

会場 

深谷市総合体育館 

メインアリーナ 

（０４８）５７２－３０００ 

深谷市上野台２５６８ 

埼玉県県民活動総合センター 

セミナーホール１ 

（０４８）７２８－７１１２ 

伊奈町内宿台 6-26 

埼玉県県民活動総合センター 

２０９セミナー室 

（０４８）７２８－７１１２ 

伊奈町内宿台 6-26 

 

参 加 費  (1) １次予選  １チーム３，５００円（監督会議で徴収） 

       (2) ２次予選  １チーム３，５００円（監督会議で徴収） 

       (3) 決勝大会  １チーム３，５００円（監督会議で徴収） 

 

そ の 他  (1) 新型コロナウイルス感染防止対策のため、別に定める大会運営ガイドライン 

を遵守するとともに、各チーム感染防止に努めること。 

(2) 監督会議及び大会当日は、参加者全員の体調確認を行い書面にて報告するこ

と。提出された書面は、万が一感染が発生した場合に備えるため、大会本部

にて大会終了後 1ヶ月保管する。 

(3) 全ての参加者は、大会終了後２週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症

した場合、チーム代表者を通じて速やかに濃厚接触者の有無等について、県

小連大澤総務委員長宛報告すること。また、感染症法に基づき保健所が把握

するところとなるので、保健所の聴取に協力し、指示に従うこと。 

 (4) 男子・女子・混合上位１チームを、第４２回全日本バレーボール小学生大会

全国大会に、埼玉県代表として推薦する。但し、参加に係わる経費は参加チ

ーム負担とする。 



       (5) 本大会中に大会本部で撮影した写真及び映像について、埼玉県小学生バレー 

ボール連盟のホームページ及び埼玉県スポーツ協会のホームページに使用い

たしますので、ご了承ください。 

 

問 合 せ 先  大会開催についての問合せ先 

         埼玉県小学生バレーボール連盟 競技委員長 北田 憲一 

         E-mail： k-kitada350@tree.odn.ne.jp 

（※電話での問合せには、お応えできません。なお、問合せは、チームの代

表者の方からお願いします。） 

 

         埼玉県小学生バレーボール連盟 総務委員長 大澤 静香 

         E-mail： volleyball-japan@nifty.com 

（※電話での問合せには、お応えできません。なお、問合せは、チームの代

表者の方からお願いします。） 

 

mailto:k-kitada350@tree.odn.ne.jp

